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Abstract
　　In this study, we focused on AR (Augmented Reality) as a useful tool for people who 
have never suffered from disaster to think of disasters that may occur in the future. We 
first created an emergency risk recognition process model to investigate the effect on risk 
recognition. And we set the rubric based on that model. Next, we designed a questionnaire 
based on that rubric. We investigated at the “Sona Area”, a disaster prevention learning 
in the Tokyo Rinkai Disaster Prevention Park. And we targeted the AR included in the 
experiential learning tour called “72h TOUR directly under Tokyo”. As a result, it became 
clear that the AR experience raised people’s awareness of disaster prevention. They also 
felt that they needed more disaster prevention measures in the future. In addition, the AR 
experience has raised awareness that disasters can occur around them. However, changes 
















































































































































であり、 1 時間に 2 回か 3 回、スタッフが参加
者に呼びかけ、そのときに集まった人数で 1 つ
の集団となって「72h TOUR」に参加する。ただ
し、参加者が 1 人の場合でも同様に行われる。ま 
た、 1 日に何度でも参加することができる。







































































ち、得点化を行った。この変数は、先の表－ 2 に 
したがって、「リスクの認知」には問 1 ・ 2 ・ 3 、 
「リスクの評価」には問 4 ・ 5 、「状況の把握」 











知： t (152)＝-6.29, p ＜.001．リスクの評価：
t (153)＝-5.98, p ＜.001．状況の把握： t (147)

















　次に、問 2 を尋ね、「まったく思わない」から 
「とてもそう思う」までの 5 件法で回答を求め、
その理由を問 3 に記述してもらった。問 3 は、
AR体験によって今後起こり得る災害に対する危
機意識が高まったかどうかを測定するための質問














　まず、各質問の有効回答数については、「 1 － 1　 
避難の出発地点」が162（97.02％）、「 1 － 2 　 
獲得点数」が154（92.22％）、 2 が163（97.06％）、 






　次に、「 1 － 1 　避難の出発地点」ついては、 
「自宅」が99名（59.28％）、「外出先」が63名
（37.72％）、「無回答」 4 名（2.40％）、「無効回
答」 1 名（0.60％）であった。「 1 － 2 　獲得点 
数」は、「100点」が82名（49.10％）、「80点」が
51名（30.54％）、「60点」が14名（8.38％）、「40 
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